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【 資 料 第 ４ 号 】 

アカデミー推進部アカデミー推進課 

 

 

「森鷗外没後１００年記念事業」の実施経過について 

 

 

１ 目 的 

  本区ゆかりの文豪・森鷗外没後１００年にあたる令和４年において、森鷗外をさら

に顕彰するとともに、鷗外が永く暮らした本区の魅力を内外に発信するため、森鷗外

没後１００年記念事業（以下「記念事業」という。）を実施する。 

 

２ 開催時期 

  令和３年１０月から令和４年末まで（予定） 

 

３ 主な令和３年度事業実施状況 

 事業名 内容 担当 実施時期・実績 

1 森鷗外記念館特別展 

「写真の中の鷗外」 

森鷗外記念館で長年収集して

きた多くの貴重な資料から、

様々なすがたを映し出した

「写真」により森鷗外を紹介

する。 

森鷗外記念館 

 

R4.1.9～

4.17 

観覧者

5,397 人 

2 記念ノベルティ制作 

 

記念事業を PRするエコバッ

グ、バッジ、シールを作成し

頒布する。 

森鷗外記念館 

 

R4.1～3 

エコバッグ

500 枚、缶

バッジ 500

個、シール

10,000 枚 

3 記念リーフレット制

作 

森鷗外記念館開館 10 周年を記

念した冊子を作成し配布す

る。 

森鷗外記念館 

 

R4.3 

10,000 冊作

成 

4 鷗外の漢詩（朗読・

講演） 

CATV 放映及び動画配信サイト

での配信を目的とし、漢詩朗

読番組を作成する。 

森鷗外記念館 

 

R4.3.28～

4.3 CATV

放映 現在

記念館

YouTube で

配信中 

5 記念事業に係るロ

ゴ・フラッグ・ポス

ターデザインの作成  

都立工芸高校に依頼し、デザ

イン制作を行う。 

アカデミー推進

課 

R3.10 

ロゴマー

ク、フラッ

グ、ポスタ

ー３種のデ

ザインを決

定 

6 記念フラッグ作成 区内街頭に記念フラッグを掲

出する。 

 

アカデミー推進

課 

R4.1～12 

区内 24 の商

店街で掲出 
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事業名 内容 担当 実施時期・実績 

7 鷗外ゆかりの地芸能

サミット

森鷗外ゆかりの自治体、文京

区・津和野町・北九州市の伝

統芸能を紹介する。 

アカデミー推進

課

R4.1.19 

来場者 299

名 

8 鷗外 B-ぐるラッピン

グバス 

記念ラッピングを行ったバス

を運行する。 

アカデミー推進

課

R4.1～12 

9 文京アカデミア講座 バーチャル文学散歩  

―森鷗外作品と東京を巡る 

（公財）文京ア

カデミー

R3.12 

受講者 23名 

10 鷗外関連書籍の特集 真砂中央図書館にて、鷗外関

連書籍の特集・展示を行う。 

真砂中央図書館 R4.1～7 

４ 主な令和４年度事業（他の事業は別紙「森鷗外没後 100 年記念事業案内」参照） 

事業名 内容 担当 

1 特別展「読み継がれる鷗外」 現在活躍中の作家や研究者による森鷗

外作品の読み解きと、これまでに読み

継がれ語られた森鷗外を紹介。 

森鷗外記念館 

2 文京アカデミア講座「没後 100

年目の森鷗外」（全５回） 

「舞姫」等の代表作を読み進めなが

ら、森鷗外が文学を通して表現しよう

としたテーマについて考える。講師：

有光隆司(清泉女子大学資料室顧問) 

（公財）文京

アカデミー

3 「森鷗外を読むためのブック

リスト」・資料展示

森鷗外をより深く知るための本を特集

展示、リスト付のオリジナル読書感想

ノートをプレゼント。

本郷図書館 

4 森鷗外没後 100 年記念「読み

継がれる鷗外」シンポジウム 

森鷗外ゆかりの自治体首長の挨拶等の

後、平野啓一郎（小説家）の基調講

演・パネルディスカッションを開催。 

文京ふるさと

歴史館 

5 鷗外忌記念講演会 講師：森まゆみ（作家・編集者） 森鷗外記念館 

５ 森鷗外資料の購入について 

  森鷗外の記念年に貴重な資料を収集すべく、以下３資料の購入を検討するため、今

後、森鷗外記念館資料収集等検討委員会を開催する。なお、決定後、購入金額の一部

に森鷗外基金を充当する予定である。 

（１）鷗外原稿『渋江抽斎（その四十九）（その五十）』 

（２）鷗外筆賀古鶴所宛書簡（大正 9 年 1月 10 日付） 

（３）書幅『鷗外自筆大字寿詞』（時期不明） 










